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＜リクルート進学ネット＞ 

 

生まれる前後の赤ちゃんをあらゆる病気から救う 先生 

与田 仁志 先生 

医学部  医学科 

【医師】  

チーム医療 ・臨床検査 ・超音波 

小児科の中の一部門である新生児科の医師として、周産期医療の診療と研究を行っています。胎児超音波検査で妊婦さんと胎児

の診察を行い、赤ちゃんの病気を胎児のうちから見つけ、病気を持って生まれた赤ちゃんにはNICU（新生児集中治療室）で治療

を行います。そして退院後は赤ちゃんの発達の追跡を定期的に行います。このように生まれる前後の赤ちゃんを長期的に診療

するのが周産期医療です。患者さんやご家族には心のケアも必要ですので、看護師や臨床心理士、その他たくさんの医療スタッ

フとともに対応し、総合的な医療を展開しています。実は、生まれる前後の赤ちゃんは一生のうちで最も病気の発症率が高く、種

類も多いため、解明できていない病気も少なくありません。これからも検査や治療、研究を重ねて、画期的な治療法を見つけてい

きたいですね。 

 

病気は、胎児の頃から始まることもあります。小児科医こ

そ、妊婦さんと胎児の診察も行う必要があるのです。 

 

幅広い知識の習得と活用、そして、赤ちゃんの「何となく元気がない」に気づくことを学ぶ 

周産期学は小児科と産婦人科の両方にまたがる分野。妊婦さんや生まれる前後の赤ちゃん等、文字通りお産を取り巻く学問。講

義で医療知識を習得する他、知識を活用してみる実習もある。新生児が生まれた時の状況やデータのみから疾患を絞り込み、検

査や治療法を考え発表する等の演習で、分析力や表現力を鍛える。さらに病棟実習ではNICUの新生児を診察し、具体的な検査

や治療等を学ぶ。患者は、物言わぬ赤ちゃん。赤ちゃんが「何となく元気がない」様子に医師が気づくことから検査や治療が始ま

るため、鋭い洞察力と幅広い医療知識が必要だ。 
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NICUでの病棟実習。保育器の赤ちゃんを超音波で検査中。

医療チームの一員として、学生も意見を求められる。  

 

科学的な見極めと穏やかな態度で、苦しむ人に向き合えれば最高です 

医師は、苦しんでいる人と向き合う仕事。科学的な視点を持ち、何が正しく何が間違っているかを見極める力をつけましょう。ま

た、周りの人に安心感を与えてあげられるよう、自らが心豊かな生活を送ることも大切です。 

 

 


